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Ⅵ．基本方針 
１．基本方針 

地区の特性や課題から、対応策として地区整備の方向性を基本方針として整理します。 

人口の減少や高齢化については、当地区へのまちなか居住を推進することにより、居住人口の

増加と広い年齢層の居住により、地区の高齢化を抑えることができます。また、居住人口が増え

ることは、地区内消費者も増えることとなり商業の活性化につながります。 

地区特性でもあるＪＲ伊達紋別駅やバスターミナルには、利便性を向上させる環境整備やアク

セスの連動を良くすることによって、当地区以外の人々を伊達駅前地区に呼び込むことも可能と

なります。 

一方、歴史的な建造物である石造り倉庫は、現在石蔵ミュージアムとして利用されていること

から、今後の利活用を促進します。 

 

■地区整備の方向性 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地区整備の基本方針を「伊達駅前地区 快適生活空間づくり」として、徒歩圏で日常生活に必

要な商業機能があり、安心してこの地区に生涯住み続けられる環境整備を目的とする。 

■コンセプト 

 

 

■人口減少によるスプロール化

■高齢化の急速な進行

■商業の衰退

■交通の連動とアクセスの不良

■歴史的な建造物の利活用

■まちなか居住と安心して
            住める住環境の創出

■歩行者に優しい環境づくりと
                   交通機能の充実

■地域密着型商店街への
               再編と魅力の向上

■統一感のある景観の形成

■交通結節点機能を活かした

                         情報の発信

●広い世代の居住に

                   よる人口増

●安全で安心して

                 暮らせる住環境

●日常生活に必要な
　　　　商業機能の特化

　　　　　　　　と利便性向上

●情報発信と賑わいの創出

課題の対応策地区の課題 整備の方向性

整
備

方
向

課

題
へ

の
対

応

伊達駅前地区
快　適　生　活　空　間　づ　く　り

（日常生活に必要なものが徒歩圏で揃う、安心して生涯暮らせるまちをめざして）
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２．地区整備の基本方針 
①まちなか居住推進と安心して住める住環境の創出 

まちなか居住政策として高齢者から若年層まで、多様なニーズに応えられる住宅の整備を図

る。人と人との直接的なコミュニケーションの残る地区特性を活用し、日常生活利便施設の集

積を行い、高い利便性を活かした住宅を供給する。 

 

②地域密着型商店街への再編と魅力の向上 

地区内への大型商業施設や商業核施設の配置は難しいことから、日常生活に必要な商業機能

に特化した地域密着型の商業再編を目指す。居住環境の整備による人口の増加により、地区内

消費活動も活性化することから、買い物の利便性など商店街の魅力を高める。 

また、個店のこだわり（ここでしか買えない、こだわりの品、高い専門性など）を大切にし、

ひとつひとつの個店の個性化、魅力化を図ることで、郊外の大型店舗とは異なるサービス・魅

力を創りだしていく。 

 

③歩行者に優しい環境づくりと交通機能の充実 

共同建替や協調建替等による面的整備によって生み出されるオープンスペースをはじめ、地

区に不足している公園・緑地・広場空間を積極的に創出する。合わせて気門別川を活用しなが

ら、計画地区の歩道と連動した水と緑のネットワーク化を推進する。 

地区内の交通網整備（街路・道路）に合わせ、歩行者に優しい歩道の再整備やＪＲ伊達紋別

駅やバスターミナルの連動性・利便性の向上を図る。 

 

④統一感のある景観の形成 

沿道や街並み景観等については、地区計画等を導入するなどして、統一感のある景観の形成

を図る。主要な導入部、アクセス経路には、分かりやすい案内板等を整備する。 

また、石造りの倉庫など昭和初期の趣のある建物は、歴史を感じさせる建築物として利活用

を促進する。 

 

⑤交通結節点機能を活かした情報の発信 

ＪＲ伊達紋別駅やバスターミナルの交通結節点機能を活かし、伊達のさまざまな情報（観光、

産業、行政等）が発信できるよう工夫し、道の駅と連動した特産物や観光、駅周辺の情報など

伊達市のＰＲに努める。 
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３．地区の骨格構造（骨組み） 
ＪＲ伊達紋別駅周辺を地域の交流、活性化、交通の中心となる複合的機能を持つ拠点とする。 

道道伊達紋別停車場線沿いの既存商店街をコンパクトに商業集積し、魅力アップを図る。 

地区東側に位置する気門別川の河川改修整備に併せて、歩行者主体の歩いて楽しい水と緑のネ

ットワークとする。将来的には、道路整備によって整備される安全な歩道によって地区全体を歩

行者のネットワークで一体化を図る。 

道道伊達紋別停車場線や道道南黄金長和線の整備、気門別川にかかる新橋や錦橋の架け替えに

よる当地区へのアクセスを明確にする。 

また、ＪＲ室蘭本線にかかる連絡歩道橋の架け替えによる駅南側地区とのアクセスの向上を図

る。 
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■地区の骨格イメージ図 
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４．重点整備地区の設定 
「地区の骨格構造」に基づき、当地区の整備を効果的に進めるために重要な地区を重点整備地

区として下図のように設定する。 

重点整備地区においては、地元の意向を踏まえながら、短期的な事業の着手へ向けて今後重点

的に検討を進めるものとする。 

■重点整備地区の設定 
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５．土地利用計画方針 

①重点整備推進ゾーン 

重点整備推進ゾーンは、既存商業の機能の集約・再編を行いながら高度利用を図り、まちなか

居住政策に従い居住空間を創出し、減少する地区人口を回復させる。 

また、一団地の住戸を確保することにより、高齢化の進行する当地区に各世代の新しい世帯の

入居者を呼び込むことによって、高齢化の引き下げと新しい地区コミュニケーションを創出し、

地区全体に活気をもたらすとともに、子育て支援や高齢者に配慮した住環境の創出を図る。 

 

②商業中心ゾーン 

専用店舗や金融機関などが立地しており、この商業機能を保ちながら順次、建物更新を図って

いく地区とする。なお、建物更新を図っていく際には、平成 21 年度策定中の（仮称）伊達市耐

震改修促進計画と整合を図っていくものとする。 

 

③まちなか居住推進ゾーン 

住宅と店舗併用住宅、専用商業施設などが混在しており、老朽建築物及び耐震性無しの建築物

も多いことから順次、建物更新を図っていく地区とする。なお、建物更新を図っていく際には、

平成 21 年度策定中の（仮称）伊達市耐震改修促進計画と整合を図っていくものとする。 

 

④業務ゾーン 

ＪＲ伊達紋別駅横及び駅南側のゾーンとし、バスターミナルや駐車場、JR 関連施設などとし

て利用されており、今後もこの利用形態を保っていく。 

 

⑤広場ゾーン 

駅前広場は、歩行者に優しいバリアフリー整備を行っていく。 

また、駅南広場は、自由通路の整備にあわせて整備する。 

 

⑥歴史的建造物活用ゾーン 

歴史のある石造り倉庫を石蔵ミュージアムとして利活用しているので、今後も集客施設として

利活用を促進する。 

 

⑦河川ゾーン 

気門別川の河川改修が進められており、治水機能ばかりではなく、自然回復型の植栽や散策路

など親水機能を向上させた整備を行い、当地区との水と緑のネットワークを形成する。 
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⑧街路・道路 

■幹線街路整備 

都市計画道路である停車場通（道道伊達紋別停車場線）や錦大通（道道伊達紋別停車場線及び

道道南黄金長和線）の整備を行う。また、錦大通では錦橋の架け替えを行う。 

 

■生活道路整備（市道整備） 

市道駅前１号線や浜町線の整備を行う。また、新橋の架け替えを行う。 

 

⑨自由通路 

駅前（山下町）と駅南側（西浜町）地区を結ぶ連絡歩道橋が老朽化しているため、駅舎横に新

しく自由通路を新設する。 
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■土地利用計画方針図 
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６．交通施設計画方針 
（１）基本的な考え方 

○交通の中心となる駅前広場及び交通ターミナル機能の強化を図る。 

○広域から地区へ引き込む動線を明確にするとともに、当地区へ国道 37 号より直接的なアプロー

チが無いため、ＪＲ伊達紋別駅への誘導サイン等により位置関係をわかりやすくする。 

○河川整備に連動して街路や市道・駅前広場の歩道整備を行い、歩行者動線を確保する。 

 ○駅前地区と西浜児童公園や伊達漁港交流公園がある西浜町地区の歩行者動線の向上を図るため、

自由通路の整備を行う。また、自由通路を災害時の避難経路としても活用する。 

   

（２）施設別整備方針 

 ■街路整備 

・ 錦大通は、停車場通から末永梅本通までの未整備区間の整備を行う。 

・ 停車場通は、拡幅整備を行う。 

 ■生活道路 

・ 市道駅前１号線は新橋の架け替えに併せて線形を変更し、安全な交通動線を確保する。 

・ 市道駅前１号線からつながる浜町線も、錦大通と末永梅本通の交差点へ安全に取り付く線形で

整備を行う。 

 ■駅前広場及び自由通路 

・ 駅前広場は、バスターミナルとタクシー乗降場などにおける利用者の利便性と安全性を向上さ

せる。 

・ 自由通路は、利便性を向上させるため駅舎西側横に新設し、エレベーターなどを設置した施設

として整備する。 

・ 自由通路の連絡先として駅南広場を整備する。 

整備内容は歩道、駐輪場、駐車場、緑地などを機能的に配置する。 
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■交通施設計画方針図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


